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募
　
　
　
集

　

氷
川
町
文
化
協
会
で
は
、会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

◆
対　

象

　

芸
能
・
絵
画
・
園
芸
・
生
花
・
陶
芸
・
手

芸
・
書
道
・
絵
手
紙
・
切
り
絵
・
墨
絵
・
工

芸
・
押
し
絵
・
押
し
花
な
ど
の
文
化
愛
好

団
体
・
愛
好
者
で
町
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
人
。

◆
年
会
費　

千
円
／
人

※
複
数
の
会
に
加
入
す
る
場
合
、各
会
ご

と
に
年
会
費
の
支
払
い
が
必
要
で
す
。

◆
資　

格

　

18
歳（
高
卒
見
込
み
者
含
む
）以
上
27

歳
未
満
の
男
子

※
年
齢
基
準
日
は
平
成
28
年
４
月
１
日

現
在

◆
応
募
期
限　

３
月
10
日
㈭

◆
募
集
人
員　

男
子
陸
上
要
員

◆
試
験
日　

３
月
12
日
㈯

◆
試
験
会
場　

　

陸
上
自
衛
隊
健
軍
駐
屯
地（
熊
本
市

東
区
東
町
１
丁
目
１
‐
１
）

◆
合
格
発
表　

３
月
下
旬

※
資
料
の
請
求
な
ど
に
つ
い
て
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　

八
代
出
張
所

　

☎
33
・
７
０
０
１

　

放
送
大
学
で
は
、平
成
28
年
度
第
１

学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

氷
川
町
文
化
協
会
会
員
募
集

自
衛
官
候
補
生（
男
子
）五
次
募
集

放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　

開
発
途
上
国
へ
の
技
術
協
力
や
人
材

育
成
を
行
っ
て
い
る
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）が
２
０
１
６

青
年
海
外
協
力
隊

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

年
度
春
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

世
界
に
は
、あ
な
た
の
技
術
や
経
験
を

必
要
と
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。あ
な
た

も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

◆
募
集
期
間　

　

４
月
１
日
㈮
～
５
月
９
日
㈪

◆
応
募
資
格

　

満
20
歳
～
39
歳（
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
満
40
歳
～
69
歳
）の
日
本
国

籍
を
持
つ
人

◆
募
集
分
野

　

農
林
水
産
、保
健
・
医
療
、公
共
・
公
益

事
業
、人
的
資
源
な
ど

◆
派
遣
国

　

ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
、中
南
米
、大
洋
州
、

中
東
地
域
の
約
70
カ
国

◆
派
遣
期
間　

１
年
間
ま
た
は
２
年
間

【
体
験
談
お
よ
び
説
明
会
】

◆
日　

時

①
４
月
２
日
㈯ 

14
時
30
分
～
16
時
30
分

②
４
月
20
日
㈬ 

19
時
～
21
時

◆
場　

所

　

熊
本
市
国
際
交
流
会
館
４
階

　

第
３
会
議
室

   （
熊
本
市
中
央
区
花
畑
町
４
番
18
号
）

※
応
募
時
に
指
定
の「
語
学
力
申
告
台

紙
」の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

　

 

九
州
国
際
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

　

 

九
州
）　 

市
民
参
加
協
力
課

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
な
ど
を
理
由

と
す
る
解
雇
や
雇
い
止
め
な
ど
の
不
利

益
取
り
扱
い
は
、法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

マ
タ
ハ
ラ

◆
申
込
期
限　

常
時
加
入
で
き
ま
す

※
団
体
内
に
町
外
の
人
が
含
ま
れ
て
い

て
も
加
入
で
き
ま
す
。

※
な
お
、文
化
祭
へ
の
出
品
、芸
能
出
演

は
文
化
協
会
加
入
が
条
件
で
す
。

問 

氷
川
町
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　

 

☎
52
・
５
８
６
０（
直
通
）

　

学
校
給
食
調
理
場
で
民
間
業
務
委
託

に
従
事
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

業
務
は
、す
べ
て
民
間
事
業
者
へ
委
託

し
て
い
ま
す
の
で
受
託
事
業
者
の
社
員

と
な
り
ま
す
。勤
務
条
件
な
ど
の
詳
細
は

３
月
15
日
㈫
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
業
務
名

　

学
校
給
食
調
理
業
務

◆
仕
事
内
容

　

学
校
給
食
調
理

◆
勤
務
場
所

　

町
内
学
校
給
食
調
理
場

◆
勤
務
時
間

　

７
時
45
分
～
17
時
の
間
で

　

実
働
７
時
間
45
分

問 

氷
川
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

 

担
当　

尾
上

　

 

☎
52
・
６
２
０
２

学
校
給
食
調
理
員
募
集

　

カ
ラ
ス
が
電
柱
に
金
属
製
の
材
料
で

巣
を
つ
く
る
と
、広
範
囲
で
停
電
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、九
州
電
力
で
は
、

電
柱
の
点
検
を
行
い
、発
見
し
た
場
合

は
速
や
か
に
撤
去
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、金
属
製
の
金
物
ハ
ン

ガ
ー
な
ど
を
使
わ
な
い
と
き
は
、部
屋
へ

取
り
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、停
電

の
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

九
州
電
力 
八
代
営
業
所

　

 

☎
０
１
２
０
・
９
８
６
・
６
０
６

停
電
防
止
に
ご
協
力
を

そ
の
ほ
か

　

放
送
大
学
は
、テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
、福
祉
、経
済
、歴
史
、文
学
、

自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学

を
卒
業
し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

◆
特　

長

・
15
歳
以
上
の
人
な
ら
、１
科
目
か
ら

学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修

生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

・
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持

ち
の
人
な
ら
、学
力
試
験
は
無
く
、全

科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、４
年

以
上
在
学
し
て
、１
２
４
単
位
を
修

得
し
卒
業
す
る
と
、学
士（
教
養
）の

学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

・
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
人

に
は「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」を

実
施
し
ま
す
。

◆
出
願
期
限　

３
月
20
日
㈰

◆
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
・
３
４
１
・
０
８
６
０

　

http://w
w

w
.ouj.ac.jp

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
な
ど
の
事
由

の
終
了
か
ら
１
年
以
内
に
不
利
益
取
り

扱
い
を
行
っ
た
場
合
は
、原
則
と
し
て
因

果
関
係
が
あ
る（
理
由
と
し
て
い
る
）と

解
さ
れ
、法
違
反
と
な
り
ま
す
。

　

各
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、妊

娠
・
出
産
し
た
労
働
者
な
ど
へ
の
措
置

が
法
違
反
と
な
る
取
扱
い
で
は
な
い
か

確
認
し
、予
防
、対
策
に
努
め
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。一
人
一
人
が
お

互
い
を
尊
重
し
、適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
支
え
合
い
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
無
料
相
談
】

　

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
９
６
・
３
５
２
・
３
８
６
５

　

受
付
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

これからの季節は空気が乾燥し、火災が発生しやすい時期となります。
大切な命や財産を火災から守るため、日ごろから備えておきましょう。

3月1日から7日は春の全国火災予防運動期間

　火災警報器は、火災により発生する煙を感知
し、音や音声で火災の発生を知らせる機器で
す。いざという時にきちんと作動するよう日頃
から作動確認やお手入れをしておきましょう。

火災警報器は定期的なお手入れを

火災警報器の作動確認方法
　火災警報器は電池が切れると作動しなくな
ります。定期的に点検ボタンなどを押して、動
作確認をしましょう。電池切れと判明した機器
が設置から10年以上経
過している場合は、内部
の電子機器の劣化が進
んでいる可能性がある
ため、本体の交換をお願
いします。

【3つの習慣】
①寝たばこば絶対やめる。
②ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
③ガスコンロなどのそばを離れるときは必ず火を消す。

【4つの対策】
①逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警報器を設置する。
②寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎
品（燃えにくく改良された布団やパジャマなどの製品）を
使用する。

③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設
置する。

④お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所の協力
体制をつくる。

住まいでできる命を守るポイント 
３つの習慣・４つの対策

　

 

☎
０
９
３
・
６
７
１
・
６
３
１
１

　

 http://w
w

w
.jica.go.jp


